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※◎の質問の概要を掲載しています。

11
人
が
市
政
を
問
う

12月定例会では、12月６日、７日、８日の３日間にわたり、
11人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問 こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

11
人
が
市
政
を
問
う

7　河野　敬二　（６ページ）
・入札問題について
◎市役所跡地対策について
・鳥獣被害の対策について
・危険なため池の対策について

8　川端　　進　（６ページ）
・新公立病院改革について
◎教育問題について

9　岡　　義明　（７ページ）
◎個人番号（マイナンバー）について
・介護予防・日常生活支援総合事業

について

�　宮本　憲治　（７ページ）
・人口減少問題について
・市民の所得減少について
◎コミュニティバスについて
・循環バス・周遊バスの実施を求める

�　上田　弘志　（８ページ）
・非核・平和の取り組みについて
◎就学援助制度について

1　東方　貴子　（３ページ）
・市長の政治姿勢について
・一般職非常勤職員の処遇について
◎危険ため池について

2　磯﨑　誠治　（３ページ）
・下津町地域の「にぎわい創出」に

ついて
◎市民の健康促進について

3　黒木　良夫　（４ページ）
◎ピロリ菌検査について
・被災者支援システムについて

4　森下　貴史　（４ページ）
・防災対策について
◎児童虐待防止について

5　橋爪　美惠子　（５ページ）
◎図書館の現状と将来構想について

6　米原　耕司　（５ページ）
◎教育現場の現状を問う
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一 

般 

質 

問

問

医
療
セ
ン
タ
ー
の
土

曜
日
診
療
を
し
な
く

な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
で
、

そ
の
理
由
は
ど
う
し
て
か
。

答

平
成
25
年
３
月
で
終

了
し
て
い
る
。人
員
体

制
の
問
題
と
病
院
間
や
開

業
医
の
間
の
機
能
、役
割
分

担
を
推
進
し
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

問

土
曜
日
診
療
を
再
開

で
き
な
い
か
。

答

土
曜
日
診
療
の
再
開

に
は
、
医
師
、
看
護

師
、
診
療
放
射
線
技
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
事
務
ス

タ
ッ
フ
な
ど
少
な
く
と
も

各
職
種
で
２
割
程
度
の
増

員
が
必
要
で
、
非
常
に
厳

し
い
。

問

診
療
の
予
約
を
し
て

い
て
も
１
時
間
以
上

も
待
た
さ
れ
る
の
は
な
ぜ

か
。
多
く
の
予
約
を
入
れ

過
ぎ
て
い
な
い
か
。

答

特
に
外
科
系
の
診
療

科
に
つ
い
て
は
、
内

科
等
と
比
べ
て
救
急
患
者

や
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
等
の

状
況
に
よ
っ
て
予
約
時
間

よ
り
遅
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

予
約
人
数
は
診
療
科
に
よ

っ
て
異
な
る
が
30
分
当
た

り
２
人
か
ら
５
人
程
度
と

し
て
い
る
。

問

外
来
の
待
合
の
モ
ニ

タ
ー
に
診
察
の
順
番

を
表
示
で
き
な
い
か
。

答

診
療
待
ち
の
ス
ト
レ

ス
軽
減
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
を
優
先
的
に
考
慮
し

て
、
モ
ニ
タ
ー
へ
の
番
号

表
示
を
進
め
る
方
向
で
検

討
を
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
下
津
町
地
域
の
「
に
ぎ

わ
い
創
出
」
に
つ
い
て

問

老
朽
化
に
よ
り
点
検

対
象
と
な
っ
て
い
る

た
め
池
は
市
内
に
１
８
７

カ
所
あ
る
。
そ
の
中
で
決

壊
し
た
場
合
に
下
流
の
住

宅
な
ど
に
影
響
を
与
え
る

恐
れ
が
あ
る
防
災
重
点
た

め
池
は
17
カ
所
あ
り
、
耐

震
性
や
排
水
能
力
な
ど
の

詳
細
な
調
査
が
必
要
と
さ

れ
る
も
の
が
４
カ
所
あ
る

と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
ど
こ
か
。

答

小
野
田
奥
山
池
、
重

根
新
池
、
新
亀
池
、

別
院
歩
路
池
で
あ
る
。

問

近
隣
へ
の
周
知
や
対

策
は
。

答

近
隣
住
民
に
対
し
、

説
明
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
各
戸
に
配

布
し
て
い
る
。
ま
た
、
洪

水
吐
の
改
修
、
緊
急
放
流

装
置
の
設
置
及
び
老
朽
化

し
た
堤
体
の
補
強
工
事
等
、

県
と
一
体
と
な
り
、
改
修

を
進
め
て
い
る
。

問

地
震
発
生
の
際
２
、

３
日
後
に
堤
体
の
決

壊
が
起
こ
る
と
み
ら
れ
る
。

た
め
池
内
の
水
を
放
流

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
緊
急
に

放
流
す
る
装
置
は
設
置
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答

17
カ
所
の
内
、
12
カ

所
は
設
置
済
で
あ
り
、

１
カ
所
は
工
事
中
で
あ
る
。

ま
た
、
決
壊
し
た
場
合
に

影
響
が
大
き
い
も
の
や
地

元
か
ら
の
改
修
要
望
等
を

勘
案
し
、
順
次
改
修
工
事

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て　
　

◉
一
般
職
非
常
勤
職
員
の

処
遇
に
つ
い
て

危
険
た
め
池
の
周
知
と
対
策
は

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
緊
急
放
流
装
置

を
順
次
設
置
中

医療センターの土曜日診療はどうして
実現しないのか
●医師をはじめ、各職種において２割の増員が必要で再開は非常
に厳しい 磯﨑　誠治 議員

東方　貴子 議員

改修が完了した原野大池

海南医療センター外来の待合のモニター
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一 

般 

質 

問
問

全
国
の
児
童
相
談
所

の
児
童
虐
待
相
談
と

し
て
の
対
応
件
数
は
10
万

件
を
超
え
た
。
本
市
で
は
、

一
時
避
難
場
所
な
ど
シ
ェ

ル
タ
ー
の
用
意
は
あ
る
か
。

答

本
市
に
は
、
該
当
す

る
施
設
は
な
い
が
、

児
童
相
談
所
と
協
議
し
、

一
時
保
護
や
母
子
生
活
支

援
施
設
な
ど
へ
の
避
難
対

応
が
行
わ
れ
る
。

問

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
と
、
き
い
ち

ゃ
ん
グ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ

の
一
部
が
子
ど
も
シ
ェ
ル

タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
支
援
に

役
立
て
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
本
市
で
も

粗
品
を
配
付
す
る
場
合
、

そ
の
よ
う
な
グ
ッ
ズ
を
利

用
す
る
な
ど
積
極
的
に
協

力
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

答

今
後
、
当
課
で
該
当

物
品
を
購
入
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
協
力
で
き
る

か
検
討
す
る
。

問

妊
娠
か
ら
出
産
・
産

後
ま
で
切
れ
目
な
く

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総
合
的

な
相
談
支
援
を
行
う
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
を
求
め
る
。

答

体
制
整
備
も
含
め
検

討
し
、
早
期
に
設
置

で
き
る
よ
う
進
め
る
。

問

妊
娠
期
や
子
育
て
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、

予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
が
配
信
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
「
子
育
て
応
援
モ
バ

イ
ル
」
の
開
設
を
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答

先
進
事
例
を
参
考
に

し
て
、
妊
娠
期
や
育

児
中
の
母
子
・
家
族
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
防
災
対
策
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
求
め
る

●
早
期
に
設
置
で
き
る
よ
う
努
め
る

問

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
中

学
生
が
ベ
ス
ト
だ
と
言
わ

れ
て
お
り
、
幾
つ
か
の
自

治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
中
学
３
年
生
を

対
象
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を

市
の
補
助
で
行
い
、
子
ど

も
た
ち
の
胃
が
ん
予
防
を

行
う
こ
と
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
問
う
。

答

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
の
粘

膜
に
感
染
し
、
胃
炎

を
引
き
起
こ
し
、
長
期
間

炎
症
が
持
続
し
、
さ
ら
に

症
状
が
進
む
と
胃
が
ん
が

発
生
し
や
す
く
な
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
40
歳
以
上

で
は
約
３
人
に
２
人
が
感

染
し
、
若
年
層
に
な
る
ほ

ど
感
染
率
は
低
く
な
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査

に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の

自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
中
学
生

は
未
成
年
で
あ
る
こ
と
か

ら
保
護
者
へ
の
説
明
と
同

意
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
こ
と
、検
査
を
ど
の

よ
う
な
方
法
で
実
施
す
る

か
、陽
性
と
な
っ
た
生
徒
へ

の
対
応
、除
菌
の
際
の
副

作
用
へ
の
対
応
な
ど
の
課

題
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

中
学
３
年
生
へ
の
ピ
ロ

リ
菌
検
査
の
実
施
補
助
に

つ
い
て
は
、
今
後
集
団
全

体
の
死
亡
率
減
少
を
目
的

と
し
て
実
施
す
る
対
策
型

検
診
と
し
て
の
位
置
付
け

が
確
立
さ
れ
た
時
点
で
検

討
し
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

森下　貴史 議員

中学３年生を対象にピロリ菌検査を
実施しては
●対策型検診としての位置付けが確立された時点で検討する

黒木　良夫 議員
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一 

般 

質 

問

問

平
成
25
年
11
月
に
学

校
教
育
法
施
行
規
則

の
改
正
が
行
わ
れ
、
土
曜

授
業
が
可
能
と
な
っ
た
が
、

全
国
の
公
立
学
校
の
実
施

状
況
は
小
中
学
校
と
も
に

10
％
を
下
回
り
、
充
実 

し
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

土
曜
日
の
教
育
活
動
に
つ

い
て
、
本
市
で
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

答

地
域
の
方
々
や
関
係

諸
団
体
の
協
力
で
、

学
校
区
ご
と
に
地
域
ふ
れ

あ
い
活
動
を
実
施
し
、
子

ど
も
や
大
人
が
一
緒
に
参

加
で
き
る
自
然
体
験
や
社

会
奉
仕
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
平
成
27
年
度
は

市
全
体
で
年
間
１
１
５
回
、

延
べ
４
８
３
６
人
の
子
ど

も
が
参
加
し
た
。

問

新
し
い
学
習
指
導
要

領
で
は
、
小
学
校
の

授
業
時
間
数
が
増
加
さ
れ

る
。
授
業
時
間
の
確
保
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答

本
市
で
は
昨
年
度
に

中
学
校
、
本
年
度
は

小
学
校
で
良
好
な
学
習
環

境
を
目
的
に
空
調
設
備
を

整
備
し
、
夏
季
休
暇
を
約

10
日
間
短
縮
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
授
業
時
間

に
し
て
約
40
時
間
以
上
を

確
保
で
き
、
授
業
や
諸
行

事
、
体
験
活
動
な
ど
の
取

り
組
み
に
余
裕
を
持
た
せ

た
学
校
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

問

平
成
28
年
度
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査

に
つ
い
て
、
和
歌
山
県
全

体
で
は
全
教
科
で
全
国
平

均
を
下
回
っ
た
。
本
市
小

中
学
校
の
結
果
は
。

答

全
国
各
都
道
府
県
の

正
答
率
と
比
べ
た
場

合
、
国
語
、
算
数
・
数
学

の
総
平
均
は
小
学
校
で
上

位
４
番
程
度
、
中
学
校
で

は
１
番
に
相
当
す
る
。

問

下
津
図
書
館
と
児
童

図
書
館
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答

こ
の
５
年
間
で
両
図

書
館
の
入
館
者
数
は

11
・
７
％
減
、
貸
出
冊
数

は
6.1
％
の
減
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
（
調
べ
も
の
相
談
）

数
は
23
・
４
％
の
増
で
あ

る
。
要
因
と
し
て
人
口
減

少
、
読
書
離
れ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
等
の
普
及
が
挙

げ
ら
れ
る
。
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
は
本
を
探
す
だ
け
で
な

く
調
べ
物
や
内
容
に
関
す

る
相
談
も
増
え
て
い
る
。

問

庁
舎
移
転
に
伴
う
新

た
な
市
民
交
流
施
設

の
整
備
で
、
下
津
図
書
館

の
役
割
、
児
童
図
書
館
の

継
続
性
は
ど
う
な
る
か
。

答

新
し
い
市
民
交
流
施

設
は
、
児
童
図
書
館

の
良
さ
を
十
分
に
生
か
し
、

本
格
的
な
図
書
館
利
用
を

促
進
す
る
た
め
の
入
り
口

と
し
、
下
津
図
書
館
は
、

資
料
や
専
門
書
を
有
し
た

本
格
的
な
図
書
館
と
し
て

機
能
分
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問

正
規
の
司
書
職
員
は
、

両
図
書
館
合
わ
せ
て

１
人
、
館
長
は
嘱
託
職
員

で
あ
る
。
事
業
の
継
承
発

展
の
た
め
に
も
、
正
職
員

の
複
数
配
置
、
非
常
勤
職

員
も
含
め
司
書
資
格
に
応

分
の
評
価
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

関
係
課
と
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

問

今
後
、
市
民
協
働
の

図
書
館
に
向
か
う
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

答

公
共
図
書
館
と
し
て
、

図
書
を
提
供
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
と
と

も
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
基
本
的
な
方
針
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

今
後
、図
書
館
は
市
民
と
と
も
に

歩
む
視
点
が
必
要
で
は
な
い
か

●
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
に
取
り
組
み
、
意
見
を
幅
広

く
取
り
入
れ
て
い
き
た
い

平成２８年度全国学力・学習状況調査の
結果は
●国語、算数・数学の正答率は、全国で小学校は上位４番程度、
中学校は１番に相当する 米原　耕司 議員

橋爪　美惠子 議員

下津図書館



市議会だより　かいなん■

6

一 

般 

質 

問
問

昨
年
実
施
さ
れ
た

「
国
際
数
学
・
理
科

教
育
動
向
調
査
」
で
日
本

は
過
去
最
高
の
２
位
だ
っ

た
。
文
部
科
学
省
は
「
脱

ゆ
と
り
教
育
の
効
果
が
表

れ
た
」
と
分
析
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
う
し
た
日
本

全
体
の
成
績
向
上
の
も
と

で
、
今
年
実
施
さ
れ
た
学

力
テ
ス
ト
で
は
、
和
歌
山

県
全
体
が
振
る
わ
な
い
中

で
、
本
市
の
成
績
が
伸
び
、

全
国
ト
ッ
プ
の
福
井
県
の

平
均
を
上
回
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
り
、
大
変
喜
ば
し

く
高
く
評
価
し
た
い
。

学
力
テ
ス
ト
に
対
す
る

教
育
長
の
総
括
的
評
価
は
。

答

学
力
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
に
「
基

礎
的
な
知
識
・
技
能
や
そ

れ
ら
を
活
用
し
て
育
む
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
」

や
「
意
欲
や
態
度
」
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
本
市
の
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
が
全
国
的
に
も

高
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
背
景

に
は
、
学
校
職
員
の
日
々

の
き
め
細
か
い
、
粘
り
強

い
指
導
や
継
続
し
た
取
り

組
み
、
児
童
・
生
徒
の
学

習
へ
の
素
直
な
姿
勢
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の
学

校
教
育
に
対
す
る
理
解
と

支
援
体
制
が
相
ま
っ
て
、

相
乗
的
に
好
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、現
在
各
学
校

が
作
成
し
て
い
る「
ス
ク

ー
ル
プ
ラ
ン
」を
保
護
者

や
地
域
の
方
々
に
よ
り
広

く
示
し
、一
層
の
学
力
向
上

に
向
け
充
実
し
た
取
り
組

み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
新
公
立
病
院
改
革
に
つ

い
て

学
力
テ
ス
ト
に
対
す
る

総
括
的
評
価
は

●
児
童・生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

が
相
乗
的
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
た

問

市
役
所
跡
地
に
建
設

予
定
の
図
書
館
を
メ

イ
ン
と
し
た「
文
化
施
設
」

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

を
行
わ
ず
市
の
直
営
で
運

営
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
日
本
図
書
館
協

会
が
、今
年
の
９
月
に「
公

立
図
書
館
の
指
定
管
理
に

つ
い
て
─
２
０
１
６
」
と

い
う
声
明
を
発
表
し
た
。

こ
の
声
明
の
結
論
は
、
公

立
図
書
館
に
指
定
管
理
は

な
じ
む
も
の
で
は
な
い
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
施
設
は
、
株
式
会

社
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー

が
指
定
管
理
者
の
候
補
者

に
な
っ
て
い
る
が
、
通
常
、

指
定
管
理
期
間
は
３
年
か

ら
５
年
で
あ
り
、
職
員
の

長
期
雇
用
や
研
修
な
ど
が

で
き
な
い
の
で
は
。

答

地
元
か
ら
の
長
期
雇

用
や
自
社
で
の
研
修

な
ど
が
実
施
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。

問

業
務
委
託
と
い
う
や

り
方
も
あ
る
が
、
検

討
は
さ
れ
た
の
か
。

答

検
討
は
行
っ
た
が
指

定
管
理
方
式
で
や
っ

て
い
き
た
い
。

問

中
央
公
民
館
や
教
育

委
員
会
関
係
の
部
署

及
び
日
方
支
所
な
ど
を
海

南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

移
さ
ず
に
、
新
し
い
施
設

に
配
置
す
れ
ば
、一
層「
に

ぎ
わ
い
」
に
な
る
と
考
え

る
が
。

答

既
存
施
設
の
有
効
活

用
が
一
番
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
入
札
問
題
に
つ
い
て

◉
鳥
獣
被
害
の
対
策
に
つ

い
て

◉
危
険
な
た
め
池
の
対
策

に
つ
い
て

川端　　進 議員

市役所跡地に整備予定の図書館は指定
管理ではなく直営で
●新しい感覚の図書館という観点を持って、指定管理で運営する

河野　敬二 議員

現市役所
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一 

般 

質 

問

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
利
用
者
が
少
な
く

「
空
気
を
運
ん
で
い
る
の

で
は
」
と
揶
揄
さ
れ
て
い

る
。
利
用
実
態
を
問
う
。

答

１
便
当
た
り
の
平
均

乗
車
人
数
は
１
・
89

人
で
、
最
も
多
い
七
山
線

で
４
・
93
人
、
最
も
少
な

い
戸
坂
線
で
０
・
91
人
で

あ
る
。

問

運
行
費
用
を
問
う
。

答

車
両
使
用
料
と
運
行

委
託
料
の
合
計
２
８

５
３
万
４
４
２
９
円
で
あ
る
。

問

市
民
の
利
用
増
加
を

目
指
す
た
め
、
70
歳

以
上
の
方
へ
無
料
乗
車
パ

ス
の
配
布
を
求
め
る
。

答

バ
ス
利
用
者
の
増
加

が
期
待
で
き
る
が
、

民
間
事
業
者
に
与
え
る
影

響
が
大
き
い
。

国
、
県
当
局
、
事
業
者

の
意
向
と
他
市
町
村
の
状

況
を
調
査
し
検
討
す
る
。

問

路
線
バ
ス
へ
の
影
響

を
大
き
く
見
過
ぎ
で

あ
る
。
２
０
０
万
円
の
資

金
で
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
が

支
給
で
き
る
の
で
、
実
施

を
再
度
求
め
る
。

答

現
在
、
県
内
他
市
で

実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
な
く
、
橋
本
市
で
は

75
歳
以
上
の
方
の
運
賃
を

無
料
と
す
る
事
業
を
平
成

27
年
度
で
廃
止
し
た
。

問

橋
本
市
で
は
無
料
化

後
の
利
用
者
が
５
倍

に
な
っ
た
。
利
用
者
増
加

に
よ
る
経
費
の
増
大
は
失

敗
で
は
な
く
活
性
化
の
成

功
で
あ
る
。実
現
に
努
力
を
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
人
口
減
少
に
つ
い
て

◉
市
民
の
所
得
減
少
に
つ

い
て

◉
循
環
バ
ス
・
周
遊
バ
ス

の
実
施
を
求
め
る

問

来
年
度
か
ら
、
住
民

税
特
別
徴
収
通
知
書

に
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
を
記
載
す
る
こ
と

が
、
国
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
。

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド

の
場
合
は
簡
易
書
留
で
送

ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
住

民
税
特
別
徴
収
通
知
書
を

事
業
主
（
会
社
）
に
郵
送

す
る
場
合
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。　

答

財
政
的
な
面
も
あ
り
、

普
通
郵
便
で
送
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

小
規
模
零
細
事
業
所

な
ど
の
個
人
番
号
の

管
理
体
制
を
把
握
し
て
い

る
か
。

答

調
査
は
し
て
い
な
い

が
、一
定
の
準
備
が
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問

零
細
事
業
所
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
に

サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
す
る

べ
き
で
あ
る
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
、
サ

ン
プ
リ
ン
グ
調
査
の

実
施
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。

問

個
人
番
号
の
扱
い
は

個
人
で
自
由
に
決
定

す
る
も
の
で
、
決
し
て
強

制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

本
人
の
承
諾
も
な
く
、

勝
手
に
市
役
所
か
ら
事
業

所
に
個
人
番
号
を
送
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答

国
や
自
治
体
、
事
業

者
等
が
個
人
番
号
を

共
有
し
、
税
に
関
す
る
各

種
手
続
き
を
効
率
化
す
る

こ
と
が
法
律
の
目
的
に
か

な
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

◎
介
護
予
防・日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
に
つ
い
て

住
民
税
特
別
徴
収
通
知
書
に

個
人
番
号
を
記
載
し
、事
業
主
に

送
付
す
る
こ
と
は
大
変
危
険

●
総
務
省
の
通
知
に
基
づ
き
送
付
す
る
。
な
お
、

財
政
的
な
面
か
ら
普
通
郵
便
で
送
り
た
い

７０歳以上に無料乗車パスを
●他市の状況を調査し、事業者の意見を聞き可否を検討する

宮本　憲治 議員

岡　　義明 議員

コミュニティバス
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般 

質 

問

問

就
学
援
助
申
請
書
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
で
き
な
い
か
。

答

申
請
書
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

問

文
部
科
学
省
の
平
成

26
年
度
就
学
援
助
申

請
書
の
配
布
方
法
の
調
査

で
は
、
学
校
・
教
育
委
員

会
か
ら
全
て
の
児
童
・
生

徒
も
し
く
は
保
護
者
へ
申

請
書
を
配
布
し
て
い
る
市

町
村
は
、
27
・
９
％
と
な

っ
て
い
る
。
中
学
校
３
年

生
を
除
く
全
て
の
児
童
・

生
徒
も
し
く
は
保
護
者
へ

就
学
援
助
申
請
書
を
配
布

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

４
月
に
継
続
申
請
者

も
含
め
て
お
知
ら
せ

を
配
布
し
て
い
る
の
で
、

申
請
書
も
併
せ
て
配
布
す

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

問

教
育
委
員
会
の
調
査

に
よ
る
と
、
中
学
校

入
学
時
に
要
す
る
費
用
の

保
護
者
負
担
は
市
内
中
学

校
平
均
で
６
万
５
９
０
０

円
で
あ
る
。
生
活
保
護
の

教
育
扶
助
で
は
、
既
に
中

学
校
入
学
準
備
金
の
入
学

前
支
給
が
さ
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
、
国
会
で

「
児
童
・
生
徒
が
必
要
な

時
期
に
支
給
さ
れ
る
よ
う

市
町
村
に
働
き
か
け
る
。」

と
答
え
て
い
る
。
就
学
援

助
の
中
学
校
入
学
準
備
金

を
小
学
校
６
年
生
時
の
３

月
に
支
給
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答

実
施
し
て
い
る
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
、

実
施
に
向
け
て
調
査
研
究

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
非
核
・
平
和
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

就学援助の中学校入学準備金の
入学前支給を
●実施に向け調査研究したい

上田　弘志 議員

ホームページでは、市議
会の日程、政務活動費の収
支報告など議会の情報を掲
載しています。また、市議
会の会議録も閲覧できます。

議会広報委員会では、よ
りよい紙面づくりに努めて
います。よりよい紙面とす
るため、議会だよりに関す
るご意見等お寄せください。

市議会の定例会は年４回開会されます。
市議会では、市民の皆さんの生活に密着した

さまざまな問題が審議されています。市政を知
る機会にもなりますので、ぜひ傍聴にお越しく
ださい。
次回の２月定例会は２月23日（木）に開会

する予定です。日程は変更することがあります
ので、傍聴を希望される場合は、お手数ですが
日時をお問い合わせください。

市議会ホームページ

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

議会を傍聴しませんか

海南市議会事務局
〒642-8501  海南市日方１５２５番地６

ＴＥＬ　０７３－４８３－８７００
ＦＡＸ　０７３－４８３－８７０３
Ｅメール　gikaij@city.kainan.lg.jp
ホームページ
http://www.city.kainan.lg.jp/shigikai/
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♢
補
正
予
算
に
つ
い
て

Ｑ
橘
本
上
橋
の
補
修
工
事
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
橘
本
上
橋
は
架
設
後
60
年
が
経
過
し
て
お

り
、
補
修
よ
り
も
架
け
替
え
を
し
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。

Ａ
平
成
20
年
に
目
視
点
検
、
平
成
25
年
に
打
音
検

査
等
の
詳
細
な
点
検
を
実
施
し
、
補
修
で
十
分

対
応
で
き
る
と
判
断
し
た
。

Ｑ
平
成
27
年
度
の
精
算
に
伴
い
、
生
活
保
護
費
国

庫
負
担
金
を
返
還
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

Ａ
医
療
扶
助
費
で
は
入
院
し
て
い
た
人
の
死
亡
件

数
が
多
く
入
院
費
用
が
減
少
し
た
こ
と
、
ま
た
、

介
護
扶
助
費
で
は
生
活
保
護
受
給
者
の
高
齢
化

が
進
む
中
で
当
初
予
算
を
一
定
額
見
込
ん
で
い

た
が
、
死
亡
や
施
設
入
所
等
の
理
由
に
よ
り
利

用
者
が
昨
年
並
み
に
収
ま
っ
た
こ
と
か
ら
不
用

額
が
発
生
し
た
。

提
出
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

♢
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

Ｑ
埋
め
立
て
工
事
に
よ
り
新
た
に
生
じ
た
土
地
に

は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が
整
備
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
係
留
施
設
、
係
留
施
設

利
用
者
の
駐
車
場
、
通
路
、
物
揚
げ
場
等
を
整

備
し
て
い
る
。

♢
税
条
例
等
の
改
正
に
つ
い
て

Ｑ
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
※
）
の
購
入
費
用

の
一
定
額
を
所
得
控
除
す
る
特
例
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
周
知
方
法
を

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
平
成
29
年
１
月
か
ら
購
入
し
た
一
定
の
医
薬
品

が
対
象
と
な
る
が
、
平
成
29
年
中
に
健
康
診
断

や
予
防
接
種
等
を
受
け
る
こ
と
が
控
除
の
条
件

と
な
る
。
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
、

検
診
の
申
込
者
や
受
診
者
な
ど
に
、
健
康
課
が

実
施
す
る
事
業
を
通
し
て
チ
ラ
シ
な
ど
で
案
内

す
る
予
定
で
あ
る
。
購
入
時
に
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ

Ｑ
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負
担
金
が
大
幅
に

減
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

Ａ
平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
は
、
要
介
護
認
定
者

が
年
々
増
え
続
け
て
い
た
状
況
等
を
も
と
に
計

上
し
た
。
し
か
し
、
要
介
護
認
定
者
が
減
り
始

め
た
こ
と
等
か
ら
、
平
成
28
年
度
の
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負
担
金
の
決
算
見
込
額
が
当

初
予
算
額
を
下
回
る
と
想
定
し
減
額
し
た
。

♢
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
の
任
用
、
勤
務

条
件
等
の
改
正
に
つ
い
て

Ｑ
今
回
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
全
て
の
職
種
に

つ
い
て
報
酬
額
の
引
き
上
げ
を
検
討
し
た
の
か
。

Ａ
全
て
の
職
種
に
つ
い
て
、
近
隣
自
治
体
や
民
間

の
求
人
情
報
を
確
認
し
、
報
酬
額
が
適
切
で
あ

る
か
を
検
討
し
た
結
果
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教

諭
、
保
育
教
諭
及
び
手
話
通
訳
業
務
に
従
事
す

る
者
に
つ
い
て
は
、
若
干
、
近
隣
自
治
体
と
の

差
が
生
じ
て
い
た
の
で
改
正
し
、
報
酬
額
を
引

き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

Ｑ
報
酬
額
を
改
正
す
る
こ
と
に
よ
り
保
育
士
等
の

応
募
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
保
育
士
等
の
報
酬
を
引
き
上
げ
れ
ば
応
募
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
う
が
、
民
間
以
上
に
報
酬

額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
民
間
保
育
所
に
勤

務
し
て
い
る
保
育
士
を
引
き
抜
く
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ず
、
改
正
案
の
報
酬
額
に
よ
り
募
集
を

し
て
い
く
中
で
、
応
募
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
再

検
討
が
必
要
と
な
る
。

橘本上橋

公有水面埋立地
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■
総
務
委
員
会

10
月
12
日
に
「
津
波
防
災
に
つ
い
て
」
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
和
歌
山

港
湾
事
務
所
の
協
力
に
よ
り
、
和
歌
山
下
津
港
海
岸

（
海
南
地
区
）
直
轄
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
現
地
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

〇
主
な
質
疑

問

和
歌
山
下
津
港
海
岸
（
海
南
地
区
）
直
轄
海
岸

保
全
施
設
整
備
事
業
完
成
後
の
市
の
津
波
防
災

対
策
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

事
業
が
平
成
35
年
に
完
成
す
れ
ば
、
冷
水
の
埋

め
立
て
地
区
を
除
い
て
、
３
連
動
地
震
に
よ
る

津
波
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
で
は
、
現
市
役
所

付
近
で
約
39
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
浸
水
深
に
な

る
と
想
定
さ
れ
、
津
波
の
到
達
も
約
60
分
の
遅

延
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
市
と
し
て

は
、
避
難
場
所
、

避
難
路
、
誘
導
灯
、

誘
導
看
板
等
の
整

備
を
中
心
に
行
い
、

ま
た
、
市
内
一
斉

の
津
波
避
難
訓
練

や
重
点
地
区
に
お

け
る
訓
練
を
行
う
。

12
月
13
日
に
「
新
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
」
調

査
を
行
い
、
現
在
、
南
赤
坂
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
新
庁
舎
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
し

ま
し
た
。

〇
主
な
質
疑

問

庁
内
の
案
内
板
等

に
地
場
産
品
を
活

用
す
る
の
か
。

答

現
在
、
検
討
中
で

あ
る
。

■
教
育
厚
生
委
員
会

12
月
12
日
に
「
図
書
館
行
政
に
つ
い
て
」
調
査
し

ま
し
た
。

〇
主
な
質
疑

問

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答

庁
舎
跡
地
に
整
備
す
る
図
書
館
は
、
複
合
施
設

と
し
て
来
館
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

機
能
を
持
た
せ
、
さ
ら
に
多
く
の
種
類
の
本
を

集
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
全
国
の
図
書
館

を
調
査
・
研
究
し
、
少
し
ず
つ
よ
い
も
の
を
取

り
入
れ
な
が
ら
整
備
で
き
れ
ば
、
市
民
の
方
々

に
も
っ
と
身
近
な
図
書
館
に
な
る
と
考
え
る
。

Ｃ
医
薬
品
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
方
法
は
、
厚

生
労
働
省
か
ら
は
、
関
係
者
と
協
力
し
て
具
体

的
に
対
象
医
薬
品
を
周
知
し
て
い
く
方
針
と
さ

れ
て
お
り
、
今
後
、
販
売
店
に
お
い
て
も
陳
列

台
に
何
ら
か
の
表
示
が
さ
れ
る
な
ど
、
購
入
者

が
判
断
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

♢
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て（
孟
子
10
号
線
）

Ｑ
幅
員
も
広
く
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
抜
け
る
車

が
あ
る
。
安
全
対
策
が
必
要
で
は
。

Ａ
「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
」
と
い
っ
た
啓
発
看
板
の

設
置
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
交
差
点
部
分
に

も
啓
発
看
板
を
設
置
し
た
い
。

所
管
事
務
調
査

現地調査の様子（孟子10号線）

琴ノ浦水門

※
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
…
医
師
の
診
断
と
処

方
に
基
づ
き
使
用
さ
れ
る
医
療
用
医
薬
品
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
薬
成
分
を
、
薬
局
等
の
店
頭

で
処
方
箋
な
し
で
購
入
で
き
る
一
般
用
医
薬
品

に
転
換
（
ス
イ
ッ
チ
）
さ
れ
た
も
の
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議案の審議結果
議案番号 議　案　名 結果

議案第６７号 海南市一般職非常勤職員等の任用、勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第６８号 海南市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決
議案第６９号 市長、副市長及び教育長の給料その他の給与条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決
議案第７０号 海南市職員給与条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決
議案第７１号 海南市税条例等の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第７２号 海南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第７３号 平成２８年度海南市一般会計補正予算（第３号） 全会一致で可決
議案第７４号 平成２８年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全会一致で可決
議案第７５号 平成２８年度海南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全会一致で可決
議案第７６号 平成２８年度海南市介護保険特別会計補正予算（第２号） 全会一致で可決
議案第７７号 平成２８年度海南市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 全会一致で可決
議案第７８号 平成２８年度海南市病院事業会計補正予算（第１号） 全会一致で可決
議案第７９号 新たに生じた土地の確認 全会一致で可決
議案第８０号 字の区域の変更 全会一致で可決
議案第８１号 市道路線の認定 全会一致で可決
議案第８２号 市道路線の認定 全会一致で可決
議案第８３号 市道路線の認定 全会一致で可決
議案第８４号 海南市職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例 全会一致で可決

会派・議員名
 

 
 
 
 議案番号等

市政クラブ 日本共産党 
海南市議会議員団 公明党 新志 

クラブ 市民クラブ
無
所
属

無
所
属

結
　
　
果

磯
﨑
　
誠
治

栗
本
　
量
生

宮
本
　
憲
治

河
野
　
敬
二

岡
　
　
義
明

上
田
　
弘
志

橋
爪
美
惠
子

中
家
　
悦
生

黒
木
　
良
夫

森
下
　
貴
史

黒
原
　
章
至

川
口
　
政
夫

美
ノ
谷
　
徹

宮
本
　
勝
利

片
山
　
光
生

寺
脇
　
寛
治

榊
原
　
徳
昭

川
崎
　
一
樹

東
方
　
貴
子

米
原
　
耕
司

中
西
　
　
徹

川
端
　
　
進

議案第６８号 × ×× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 可決

議案第６９号 × ×× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第７０号 ○ ○× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【○…賛成　×…反対】
※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

■賛否の分かれた議案の表決結果

討
論

反対

賛成議案第70号

本市は、急激な人口減少が続き、市民の所得が全国平均より低く、市税収
入が減少傾向である。また、国民健康保険税や介護保険料は毎年のよう
に増額され、市民に負担を強いている。
さらに、市長や議員などの特別職の期末手当を改正するのであれば、海南
市特別職報酬等審議会での審議を経てから行うべきであるがなされていな
い。以上のことから反対である。

扶養手当の改定により給料が減る職員もいるので問題があると思うが、市
と職員組合とが合意をされており、その合意を尊重するということで賛成で
ある。

議案第68号
議案第69号
議案第70号
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市執行部は庁舎移転後の跡地を有効に活用するため、図書館機能や公園を備えた市民交流施設
の整備に取り組む中、この度、具体的な整備内容の骨格となる「庁舎跡地整備基本計画骨子（案）」
が公表されました。

庁舎跡地整備特別委員会では、庁舎移転後の跡地活用事業は市の将来を左右する最重要課題と
位置づけ、引き続き調査・研究に取り組みます。

■市民交流施設の概要
（１）規模

①敷地利用（敷地面積 約10,600㎡）
ア　建築設置面積.......................... 3,000㎡程度
イ　駐車場（約100台分）........... 3,000㎡程度
ウ　広場等外構.............................. 4,500㎡程度

②建物延床面積.................................. 5,000㎡程度

（２）整備費　約28億5,000万円
建物........................................ 約25億5,000万円
駐車場・広場・外構.............................. 約3億円

（３）利用開始　平成32年度

議会改革特別委員会

庁舎跡地整備特別委員会

「庁舎跡地整備基本計画骨子（案）」（抜粋）

特 別 委 員 会 レ ポ ー ト

議会改革特別委員会では、「地方分権を進めるための議会基本条例、開かれた議会、活力ある議会運営、
積極的な政策提言について」をテーマに、調査・研究を進めています。

10 月11 日及び 11月４日に開催し
た委員会では、議会基本条例（素案）
の「目的」、「位置づけ」、「基本方針・
理念」、「見直し規定」、「説明責任」、「意
見交換会」、「公聴会及び参考人制度
の活用」、「請願者の説明機会」につ
いて、協議しました。
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（１）図書館機能について
・パソコンルームを設置すること。
・ＣＤ、ＤＶＤ等が視聴できるメディアスペースを設置すること。
・１人でもグループでも使用できる学習室を設置すること。
・学校図書館との連携をさらに深めること。

（２）市民活動・生涯学習活動の支援機能について
・音響及び防音設備が整ったホールを整備すること。
・ホールには壁面などに収納できる階段状の客席を設置すること。
・音楽練習ができる防音設備の整った部屋を設置すること。
・中央公民館機能をもたせること。

（３）子育て支援機能について
・子育て世代が集えるスペースとすること。
・授乳室及びおむつ替えスペースを設置すること。
・子育て相談室を設置すること。
・予約なしでも利用できる子供の一時預かりを実施すること。

（４）飲食スペースについて
・飲食しながら話し合えるスペースを設けること。
・自動販売機を設置すること。

（５）広場について
・ステージを設置したイベントが開催できるスペースとすること。

（６）その他
・金融機関や郵便局等を誘致するなど収益性を考えた施設整備を行うこと。

庁舎跡地整備特別委員会では、これまで市執

行部が進める庁舎跡地整備活用事業（市民交流

施設整備事業）の検討に関し、その状況を注視

しながら調査・研究してきましたが、このたび、

市長に対し要望書を提出しました。

庁舎跡地整備基本計画に関する要望

要望書を市長に手渡す榊原委員長（中央）と森下副委員長（左）

市長に要望書を提出！
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他市の先進事例を学び、市政に活かすため、
各委員会が行政視察を行いました。

●日　程　10月26日～28日
●視察先　静岡県藤枝市　埼玉県川越市
　　　　　神奈川県三浦市

藤枝市では中心市街地のまちづくりについて、川越市
では歴史資源を生かした観光振興について、三浦市では
病院経営改革について、それぞれ視察を行いました。

建設経済委員会

三浦市立病院

●日　程　10月31日～11月１日
●視察先　三重県亀山市　岐阜県可児市

亀山市、可児市で映像配信について、ホームページに
ついて、議会だよりについて、それぞれ視察を行いました。

議会広報委員会

亀山市

●日　程　11月14日～15日
●視察先　愛知県大府市　静岡県袋井市

大府市、袋井市で議会改革について、それぞれ視察を
行いました。

議会改革特別委員会

大府市
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先│進│地 │視│ 察│報│告

●日　程　10月19日～21日
●視察先　熊本市　熊本県益城町　福岡県久留米市
　　　　　兵庫県姫路市

熊本市と益城町では熊本地震について、久留米市では
防災情報ネットワークについて、姫路市では播磨圏域連
携中枢都市圏構想について、それぞれ視察を行いました。

総務委員会

被災した熊本城

●日　程　10月26日～28日
●視察先　東京都千代田区　神奈川県相模原市
　　　　　静岡県富士宮市

千代田区では日比谷図書文化館の施設運営について、
相模原市では生活困窮者自立支援制度の取り組みについ
て、富士宮市では福祉総合相談の支援体制について、そ
れぞれ視察を行いました。

教育厚生委員会

施設見学（日比谷図書館）

●日　程　11月９日～10日
●視察先　岐阜市　愛知県一宮市

岐阜市では「みんなの森　ぎふメディアコスモス」に
ついて、一宮市では「尾張一宮駅前ビル（ｉ‐ビル）」
について、それぞれ視察を行いました。

庁舎跡地整備特別委員会

施設見学（みんなの森 ぎふメディアコスモス）
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議会広報委員会

きのくにアスリートクラブが表敬訪問

中学生が職場体験

11月25日、宮本議長と中家副議
長がきのくにアスリートクラブ5名
の表敬訪問を受け、選手の皆さん
を激励しました。

きのくにアスリートクラブは第
19回全国小学生クロスカントリー
リレー研修大会に出場しました。

和歌山信愛中学校の３年生２人
が職場体験に来ました。

市の組織や議会の役割を学び、
議員及び市長は市民による直接選
挙で選ばれ、互いに対等の立場で
市の発展のために職務を行ってい
ることを学びました。

12月17日㈯に日
方小学校の大根
収穫祭におじゃま
しました。
たくさんの大根を
次 と々収穫し、笑
顔いっぱいでした。


